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 ３．2016年度関東支部シニア会の事業報告（続き) 

  3.2 おもしろメカニカルワールドへの出展 

内   容 2/16 

 １．2017年度関東支部シニア会の事業企画(案） 

    1.1 シニア会の事業企画案 

  1.2 事業企画スケジュール案 

  1.3 予算案 

     1.4 シニア会運営委員  



おもしろメカニカルワールドへの出展（1/4） 

日    時  ： 2016年8月2日（火）/8月3日(水） 
場    所  ： 国立科学博物館 
内    容  ： 小学生を対象として「ロボットを作ろう」を関東支部の1ブースとし 
          て出展 
          タミヤ社の「メカ・キリン」が題材 
指導メンバー： シニア会メンバー6名が指導  

詳細は後半の中山副会長 
の講演を参照  
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おもしろメカニカルワールドへの出展（1/7） 

 ＜概 要＞ 
  国立科学博物館主催の「サイエンススクエア」に、関東支部は「機械の日」関連イベント

の位置づけで「おもしろメカニカルワールド」を出展しているが、シニア会として支部内の
ブースで初めて「ロボットを作ろう」の企画で出展した。実施した日程は、８月２日（火）,３日
（水）の２日間担当した。 
 ロボットは（株）タミヤ社の「メカ・キリン」を小学校低～高学年生を対象に約1時間で、 
工作・完成することをテーマとし、各日４回＊１０名を事前Web募集にて参加を募った。 

 シニア会から６名が工作指導を行い、当初目標の１時間での組み立て完成は、なかなか
困難であったが、引率の父兄の協力なども得ながら、参加者の多くがロボットを完成し、 
感激して頂いた。 
○指導メンバー：太田 正廣、中村 城治、横山 典弘（以上シニア会メンバー）、              
                               本阿弥 眞治（シニア会会長）、村上 俊明（シニア会幹事）、 
            中山 良一（シニア会副会長） 
 

2016年  ８月１日～２日  
国立科学博物館にて(東京 上野公園) 

4/16 



＜企画の詳細＞ 
 本年のシニア会発足に先立ち、関東支部幹事会から本企画への協力依頼があり、
2016年２月頃から、（１）ロボット工作候補の選定、（２）シニア会メンバーへの協力依頼と
選出、さらには（３）指導メンバー６名による事前ロボット試作学習会を経て、本番へ臨ん
だ。 
  
 概略スケジュールは以下の通り 
 2015年１２月 シニア会準備委員会に「おもしろメカニカルワールド」への出展依頼 
 2016年 １月 シニア会メンバーに協力依頼 
          （（２）関東支部研究講演会でのコメンテーターと合わせて募集） 
  2016年 ２月 （１）ロボット製作企画案を策定、ロボット候補の検討開始 
 候補としてロボット：          
 
 
 
 
 
 
 2016年 ４月 関東支部運営会に企画案を提出、指導メンバー候補への都合確認 
                      ロボット購入費の一部は自己負担として、参加費５００円／人とした 
⇒ロボット比較表を策定 

おもしろメカニカルワールドへの出展（2/7） 

歩行ロボット（一部車輪着装） 水中or水上移動ロボット 
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◎工作キットの評価項目（全てキッズシリーズ） 
 (1)部品点数⇒組立易い 
 (2)使用する工具類 
 (3)動きの面白さ(含む機械工学的面白さ) 
 (4)動作する環境(机の上など) 
 (5)価 格 

種類 (1) (2) (3) (4) (5) 備 考 

歩行ロボット ○ △ ○ ○ ○ 
一部ドライバ使用あり、 
価格1,280～1,580円 

振動移動ロボット ○ ○ ○ ○ ◎ 価格800円 

水中or水上移動
ロボット 

○ △ ○ × ○ 
水槽が必要 

価格1,580～1,980円 

 歩行ロボットと振動ロボットを購入して、組立時間、工具などをチェックして、
相応しい対象を決定することとした 

6 

おもしろメカニカルワールドへの出展（3/7） 

2016年 ５月 （１）ロボット候補を（株）タミヤ社の「メカ・キリン」に決定 
理由：振動移動ロボットの移動動作が組立によって異なる 
     振動移動ロボットの機械的原理が分かりにくい 
一方、歩行ロボットの組立は少し難しい、しかし動作原理は「リンク機構」 
で分かり易い 
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 2016年 ５月 指導メンバー決定 
 2016年 ６月 「メカ・キリン」の購入と指導メンバーの試作学習会の調整 
 2016年 ７月２０日（水）指導メンバーの試作学習会の実施と工作用品の選定 
                （ニッパー、作業用の簡単な容器など追加購入）           
       ７月２６日（木） 上野科学博物館へ段ボール３箱で発送 
  2016年  ８月１日（月）事前準備（会場設営など） 
       ８月２日（火）参加者５０名（子供３４名、父兄１６名）当日キャンセル６名 
       ８月３日（水）参加者６０名（子供４０名、父兄２０名）当日キャンセル０名   
              イベント終了後、宅急便にて工具類など送付（５日（土）回収） 

おもしろメカニカルワールドへの出展（4/7） 

国立科学博物館レイアウト 
メカ・キリン完成外観 
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おもしろメカニカルワールドへの出展（5/7） 

指導メンバー、お母さん、参加者の皆さん、本当にお疲れ様です 

＜来年度へ向けての検討事項（１）＞ 
 ○準備段階 
  ・パネルなどで全体手順を一覧できるようにする 
  ・組立のノウハウについて指導員間で意見交換して、より指導を具体化する 
   （もしくは手伝う部分を学年別にある程度決めておく） 
  ・組立が難しい部品(スイッチ、変速器など)は予め複数個製作しておき、現場での 
   製作工程を削減する 
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おもしろメカニカルワールドへの出展（6/7） 
  ＜来年度へ向けての検討事項（２）＞ 
○現場での作業 
  ・１０名が作業するエリアとしては、今回は少し手狭（指導員が移動することが困難） 
    ・一部で照明が少ないため、手元が暗くなって作業効率が悪い」（蛍光灯などの補助照明 
  を付けると前記の指導員の操作性が悪くなる）⇒設営場所の変更などが課題  
  ○企画の目標 
  ・ロボットの工作ばかりでなく，脚のリンク機構を解説し、メカの理解等を通して、 
   ＪＳＭＥジュニア会友への勧誘 
 
＜参加者について＞ 
 科学博物館のWeb募集で７月に本企画に応募された方から抽選で、１０名＊８回（２日間） 
が決定していたが、事前キャンセルが８／２に２名、８／３に７名発生していたため、各日 
先着順で参加者を募る方式で行った。しかし、８／２は当日キャンセルが６名もあり、 
全体として、７４名の参加となった 
（約７３％が低学年）。 

参加者の学年 人数 備 考 

１年生 １９   

２年生 ２１   

３年生 １４   

４年生 １４   

５年生以上  ６ 母親一名含む 

合 計 ７４   
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おもしろメカニカルワールドへの出展（7/7） 

＜費用関係＞ 
 
 ◎収 入  ７４名＊５００円=３７，０００円（メカニカルワールド） 
 ◎支 出  ロボット購入費 ９０台＊８９６円＊ 消費税＝８７，０９１円（同 上）  
                                    割引適用価格 
       工具類購入費               ５，２９２円（同 上） 
       宅急便代                  ５，２３２円（同 上） 
       交通費①                  ６，１９８円（シニア会の費用） 
       交通費②                 １３，４１６円（メカニカルワールド） 
  
 ◎決 算  メカニカルワールド収入  ３７，０００円 
        メカニカルワールド支出 １１７，２２９円 
                             ▲８０，２２９円（関東支部負担） 
 
        シニア会収入                 ０円        
                      シニア会支出           ６，１９８円 
                          ▲ ６，１９８円（シニア会負担） 
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 １．2017年度関東支部シニア会 
事業計画(案） 
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○ シニア会総会・運営委員会 
 (1) シニア会総会の開催 
     当該年度の活動成果ならびに次年度の計画について報告し決定する． 
   付帯行事として講演会・懇親会などを開催する(当該年度末） 
 
 (2) 運営委員会の開催 
     シニア会は会務の企画・運営のために3か月に1回を目途に運営委員会 
   を開催する 

 
○支部活動に対する支援 
 (1) 関東学生会卒業研究発表会講演会への参加（2017/3月） 
    第56回（2017/3/16，東京理科大葛飾キャンパス，講演募集中）講演会へ 
   コメンテータとして参加し学生との交流を図る（20名程度の参加を予定） 
  
 (2) 理工系教育支援への参加（2017/8月） 
    関東支部「機械の日」イベントの一つである「おもしろメカニカルワールド」 
   （国立科学博物館）にシニア会として出展を企画し実施する 
 
 (3)学生会との交流会（年1回程度） 
    学生会との交流会を継続実施する方向で検討 
 

1.1 関東支部シニア会の事業計画案(1/2) 12/16 



○企業に対する技術支援（随時） 
    関東地区のものづくり企業への技術支援活動を実施する 
  （内容・方法などについては運営委員会で継続議論） 
 
 

○ 見学会・情報交流会（5月と11月予定） 
    特徴のある中小・中堅企業の見学会，これに合わせて，シニア会員の 
  情報交流会を年2回程度実施する 
         交流を図る場の機会拡大を検討する 
 

○その他 
    新規企画を募集中 

1.1 関東支部シニア会の事業計画案(2/2) 13/16 

会員の皆さんからのご要望（アンケート）を 
宜しくお願いします 



1.2 関東支部シニア会の事業計画スケジュール案 14/16 



1.3 関東支部シニア会予算案 15/16 

支部からの補助金 
総会懇親会参加費 

費   目 

合   計 

予算額 
200,000 
80,000 

280,000 
2,000×40名 

摘   要 
収入の部 

旅費交通費 
総会会場費 

費   目 

合   計 

予算額 
50,000 
20,000 

120,000 

摘   要 

総会懇親会費 
雑費 
予備費 

 10,000 
 80,000 
280,000 

3,000×40名 

支出の部 

卒業研究発表講演会 
おもしろメカニカルワールド 

費   目 

合   計 

支 出 収 入 
20,000 

費用負担先 

  参加費 
 ロボット購入費，輸送費等 
学生会交流会（交通費等） 

120,000 
20,000 

160,000 

500×80名 40,000 

40,000 

関東学生会（20名分） 

（その他のシニア会関係発生費用） 

関東学生会 



役  職 氏  名 所  属 

委員長 本阿弥 眞治 東京理科大学 名誉教授 

副委員長 中山 良一 工学院大学 教授 

幹事 村上 俊明 日本機械学会 アドバイザー 

委員 鴫原 正義 
関東経済産業局中小企業ビジネス創造 
支援事業専門家 

委員 高橋 昭夫 （株）コンサルテイメント代表取締役 

委員 

委員 

委員 

監事 

支部担当幹事 

担当職員：大通 千晴（関東支部事務局） 

2017年度運営委員会構成(案) 16/16 

関東支部から選出予定 


